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（２）漁業集落排水人口 

計画処理区域内人口については、上下水道課で設定しているアクションプランの計画人口

を参考にし、等差的に増加するよう人口の推計を行いました。 

◆図表 6.3.2 漁業集落排水人口（戸崎）の予測値 

2014 H26 ↑ 29,470 321 1.1 277 86.3

2015 H27 29,086 315 1.1 270 85.7

2016 H28 28,569 308 1.1 267 86.7

2017 H29 28,202 307 1.1 266 86.6

2018 H30 ↓ 27,833 310 1.1 272 87.7

↑ 27,773 305 1.1 270 88.6

27,713 299 1.1 269 89.8

27,653 294 1.1 267 90.8

27,593 290 1.1 266 91.6

27,533 287 1.0 264 92.1

27,473 283 1.0 262 92.5

27,415 280 1.0 261 93.3

27,280 276 1.0 259 93.8

27,145 272 1.0 257 94.5

27,010 268 1.0 256 95.5

↓ 26,875 264 1.0 254 96.2

接続率

（％）

実

績

年　度

行政区域内

人　口

予測値

（人）

計画処理区域

人　口

（人）

漁業集落

排水人口

（人）

対行政区域

内人口

（％）

2020

2021

2022

2023

2024

2019

見

通

し

2025

2026

2027

2028

2029
 

 



第６章 生活排水処理基本計画 

 

－136－ 

（３）合併処理浄化槽人口 

合併処理浄化槽人口については、人口及びごみ量の推計と同様に、｢ごみ処理施設構造指

針解説｣にて示されている記述をもとに、過去５年間（2014～2018 年度）の実績値を基本と

して、図表 4.3.1 に示す５つの推計式を用いて推計を行いました。 

5 つの推計式を用いた結果、実績値と同様の傾向を示す一次傾向線を採用しました。（資

料編 図表 3-1 参照） 

（４）その他の生活排水処理形態別人口 

本市の環境基本計画の中で、「水環境の保全対策を推進する」ための基本施策として河川

や池などの水の汚染防止が掲げられています。 

基本施策を達成するための取り組みとして、公共下水道接続率の向上や生活排水未処理世

帯への合併処理浄化槽の普及を図ることとしています。 

よって、生活雑排水を未処理で河川等に放流している単独処理浄化槽、くみ取便槽につい

ては、合併処理浄化槽への転換、公共下水道や漁業集落排水処理施設に接続を推進すること

から減少させていく計画としました。 

具体的には、行政区域内人口から公共下水道人口、漁業集落排水処理人口及び合併処理浄

化槽人口を差し引いた値を、2018 年度における単独処理浄化槽人口とくみ取便槽人口の比

率で按分した値を各々の処理人口の予測値としました。 

（５）生活排水処理形態別人口 

前述した内容を踏まえた本計画における生活排水処理人口の見込みを以下に示します。 

今後、公共下水道や漁業集落排水処理施設等の整備・普及の推進、くみ取便槽及び単独処

理浄化槽を合併処理浄化槽に転換する施策の実施などを積極的に行うことにより、本計画目

標年次である 2029 年度の汚水衛生処理率は 85.2％になると推測されました。 
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◆図表 6.3.3 生活排水処理形態別人口の実績及び予測結果 

排水人口

2014 H26 ↑ 29,470 9,593 277 10,829 4,785 0 3,986 70.2%

2015 H27 29,086 9,627 270 11,212 4,163 0 3,814 72.6%

2016 H28 28,569 9,469 267 11,489 3,862 0 3,482 74.3%

2017 H29 28,202 9,445 266 11,561 3,678 0 3,252 75.4%

2018 H30 ↓ 27,833 9,391 272 11,632 3,507 0 3,031 76.5%

↑ 27,773 9,336 270 11,834 3,397 0 2,936 77.2%

27,713 9,280 269 12,036 3,287 0 2,841 77.9%

27,653 9,225 267 12,238 3,177 0 2,746 78.6%

27,593 9,170 266 12,440 3,067 0 2,650 79.3%

27,533 9,114 264 12,642 2,957 0 2,556 80.0%

27,473 9,059 262 12,844 2,847 0 2,461 80.7%

27,415 9,004 261 13,046 2,738 0 2,366 81.4%

27,280 8,949 259 13,248 2,588 0 2,236 82.3%

27,145 8,893 257 13,450 2,438 0 2,107 83.3%

27,010 8,838 256 13,652 2,287 0 1,977 84.2%

↓ 26,875 8,783 254 13,854 2,137 0 1,847 85.2%
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◆図表 6.3.4 生活排水処理形態別人口の実績及び見通し 
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◆図表 6.3.5 汚水衛生処理率の推移 
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２ し尿及び浄化槽汚泥量の推計 

（１）設定方法 

し尿及び浄化槽汚泥の発生量は、人口の変動の他、集合処理施設の整備、合併処理浄化槽

の普及等の行政施策によって変動します。 

ここでは、先に予測した生活排水処理形態別人口を基に設定し、将来のし尿及び浄化槽汚

泥の発生量を設定するものとします。 

（２）発生原単位 

「汚泥再生処理センター等整備の計画・設計要領 2006 改訂版」による発生原単位の参

考値及び本市の過去３年間（2016～2017 年度）のし尿及び浄化槽汚泥量（単独・合併処理

浄化槽汚泥量の合計）の実績より算出した平均実績原単位等は、以下のとおりです。 

なお、浄化槽汚泥は単独処理浄化槽汚泥及び合併処理浄化槽汚泥の区分は行っていないた

め、処理施設への搬入時にそれぞれの汚泥量を把握することは一般的に不可能であるため、

単独及び合併処理浄化槽汚泥量の合計により発生原単位を算出するしかありません。 

しかし、将来的には単独処理浄化槽は減少し、合併処理浄化槽が増加するものと考えられ、

各処理形態の汚泥をあわせた排出原単位での考え方では、構成比率の変動に対応することが

困難なため、各処理形態別の発生原単位を把握する必要があります。 

このことから、参考値及び過去の実績を用い、次の手法により発生原単位を補正算出する

ものとします。 
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◆図表 6.3.6 １人１日平均排出量 

項      目 本 市 参考値 

し   尿 2.58 ℓ/人･日 2.26 ℓ/人･日 

単独処理浄化槽汚泥 0.46 ℓ/人･日 1.11 ℓ/人･日 

合併処理浄化槽汚泥 1.08 ℓ/人･日 2.61 ℓ/人･日 

漁業集落排水汚泥 0.88 ℓ/人･日 － 

  

 

浄化槽汚泥について、参考値に示した比率は変わらないものとして単独処理浄化

槽汚泥 1.11χ（ℓ/人･日）、合併処理浄化槽汚泥 2.61χ（ℓ/人･日）とすると次

の式が成立します。 

{1.11χ×単独処理浄化槽人口＋2.61χ×合併処理浄化槽人口}÷ 1,000 × 365 

            ＝ 合併・単独処理浄化槽汚泥年間処理量 (kℓ/年) 

 

上記算出式からχを算出し、本市における合併処理浄化槽、単独処理浄化槽別の発生原単

位を求めた結果を次頁に示します。 
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（３）目標年度のし尿・汚泥量 

本市における将来のし尿及び汚泥量の発生量は、次のとおりです。また、目標年度（2029

年度）においては、合併処理浄化槽の普及を促進することにより浄化槽汚泥量割合が 74.5％

という結果となっています。 

◆図表 6.3.8 発生量の実績及び見通し  

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

し尿量 9.9 9.6 9.0 8.2 8.0 7.6 7.3 7.1 6.8 6.6 6.3 6.1 5.8 5.4 5.1 4.8

浄化槽汚泥量 14.9 14.6 14.8 14.8 13.7 14.6 14.7 14.9 15.0 15.3 15.4 15.6 15.7 15.8 16.0 16.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0
（kℓ/日）

実 績 見通し

 
 

◆図表 6.3.9 処理内容内訳 

2018年度における処理量内訳 目標年度(2029年度)における処理量内訳 

し尿量

36.8%

浄化槽

汚泥量

64.5%

 

し尿量

25.5%

浄化槽汚

泥量

74.5%
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６－４ 生活排水処理に関する目標の設定 

本計画の生活排水処理に関する基本方針に基づき、公共下水道及び漁業集落排水処理施設

整備計画区域内にあっては未接続世帯の接続を促進し、下水道整備計画区域外にあっては合

併処理浄化槽の設置を促進することで、全市域において水洗化を進め、生活雑排水の未処理

放流をなくしていきます。 

ここで、生活排水の適正処理の進捗率を表す指標として、「汚水衛生処理率」を用い、計

画目標年である 2029 年度の目標値を設定します。 

2018 年度の汚水衛生処理率 76.4％に対して、計画目標年度である 2029 年度には 8.7％増

加の 85.2％に達成させることを目指すものとします（図 6.4.1 参照）。 

 

計画目標年度：2029 年度 

達成目標値 

【汚水衛生処理率】 

⇒ 85.2％まで引き上げ（平成 30 年度実績：76.5％） 

 

◆図表 6.4.1 達成目標 

76.5%

80.7%

85.2%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

2018年度

計画基準年度

2024年度

中間目標年度

2029年度

計画目標年度

+8.7ポイント
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６－5 し尿及び浄化槽汚泥の処理計画 

１ 収集・運搬計画 

し尿及び浄化槽汚泥の収集・運搬計画では、以下の方針を実施していくものとします。 

 

◆ 現行の収集・運搬体制を継続 

 

（１）し尿の収集・運搬 

し尿については、公共下水道等の普及により年々減少していますが、公共下水道等の普及

にはある程度の期間が必要と考えられますので、継続して今後もし尿の収集・運搬が必要で

す。本市においては一部事務組合による定期的な収集を行っていますが、これを今後も引き

続き行います。 

さらに、今後、公共下水道などの普及によりし尿くみ取世帯が広範囲に点在する状況がま

すます進むことが見込まれますので、安定的・効率的な収集に努めます。 

（２）浄化槽汚泥の収集・運搬 

浄化槽汚泥（合併処理・単独処理浄化槽汚泥）については、今後も継続して収集を行う必

要があります。 

現在、浄化槽汚泥の収集は一部事務組合が行っており、今後も一部事務組合による収集を

継続しますが、し尿の収集状況と合わせて、串木野衛生センターに搬入される浄化槽汚泥量

の平準化を図る必要があります。 

また、合併処理浄化槽汚泥は増加傾向で、単独処理浄化槽汚泥は減少傾向にあると考えら

れ、この傾向は今後も進んでいくものと考えられます。 

そのために収集される汚泥の質が変わっていく可能性がありますので、その影響について

検討していく必要があります。 

２ 中間処理・最終処分計画 

中間処理及び最終処分計画では、以下の方針を実施していくものとします。 

 

◆ 現行の処理・処分を継続 

◆ 施設の適切な維持管理を継続 

◆ 施設の基幹的設備改良に向けた各種検討を推進 

 

（１）現行の処理・処分を継続 

し尿及び浄化槽汚泥の中間処理については、串木野衛生センターにおいて適正に処理を行

っていくものとし、発生するし渣及び汚泥等については現在同様、施設内で脱水後、焼却を

行い、本市の最終処分場で埋立処理を行っていきます。 
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（２）施設の適切な維持管理を継続 

施設の供用開始から 20 年が経過した串木野衛生センターは、今後老朽化が見込まれる又

は進んでいる施設です。 

そのため、今後も適切な維持管理を継続することはもとより、「廃棄物の処理及び清掃に

関する法律」施行規則第５条に基づき実施する精密機能検査を継続して実施することにより、

施設状況及び処理機能を把握した上で、適切な運転管理を行っていくものとします。 

（３）施設の更新に向けた各種検討を推進 

現在の処理量は、施設処理能力の範囲内であるため適正な処理が行えているものの、今後

の合併処理浄化槽の普及による処理困難（さらなる浄化槽汚泥混入率の上昇）や施設自体の

老朽化による処理能力の低下も予測されるため、将来的な対応を検討する必要があります。 

また、串木野衛生センターは供用開始後 20 年を経過しており、一般的に施設が更新を迎

える施設経過年数 30～34 年（昭和 62 年度から平成 21 年度の間に既存施設を更新した 491

件について、既存施設から新施設切り替えまでの経過年数を調べた結果、経過年数 30 年ま

でに更新した場合が全体の約 80％、経過年数 34 年までに更新した場合が全体の 90％とな

っています。）までは概ね 10 年程度となっており、一般的に施設を更新するまで（用地取

得～施設供用開始まで）の期間（最短でも７年程度）を踏まえると本計画期間内に更新に向

けた検討が必要となります。さらに、更新に向けて検討している期間についてもし尿等は処

理していかなければならないため、現在の施設における適正処理に向けた検討も必要となり

ます。 

よって、本市のし尿等の適正処理に当たっては、施設の更新に向けた検討と合わせて現施

設の大規模補修に向けた検討を「廃棄物処理施設長寿命化計画作成の手引き」（環境省大臣

官房 廃棄物・リサイクル対策部 廃棄物対策課：平成 22 年３月策定）を参考にして進めて

いくものとします。 
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６－6 市民等に対する広報・啓発活動計画  

１ 市民・事業者に対する啓発活動 

（１）啓発活動 

本市では、五反田川を初め数多くの河川が市内を流れていること

から、生活排水の流入による河川の環境負荷を低減していく必要が

あります。 

したがって、生活排水処理事業の重要性を、わかりやすく市民へ

伝えることを目的とした啓発活動を推進していくものとします。 

（２）各種設備に関する啓発活動 

公共下水道整備区域のうち供用開始区域においては、2018 年度末実績で約 91.5％が公共

下水道へ接続しているため、今後も継続して市民・事業者へ啓発・指導を行い、公共下水道

への接続を促していくものとします。 

また、漁業集落排水処理施設整備区域のうち供用開始区域においては、2018 年度末実績

で約 87.7％が漁業集落排水処理施設へ接続しているため、公共下水道と同様、今後も継続し

て市民・事業者へ啓発・指導を行い、漁業集落排水処理施設への接続を促していくものとし

ます。 

さらに、くみ取便槽及び単独処理浄化槽設置世帯については、合併処理浄化槽への転換を

推進するものとし、今後も継続した市民・事業者へ啓発・指導を行うものとします。 

あわせて、設置済み及び今後整備する合併処理浄化槽については、定期的な保守点検、清

掃及び法定検査の実施の重要性を啓発・指導していくものとし、その徹底に努めるものとし

ます。 

２ 地域に関する諸計画との関係 

かごしま生活排水処理基本構想 2019、いちき串木野市第 2 次総合計画及びいちき串木野

市環境基本計画などを踏まえた上で、し尿及び浄化槽汚泥の適正処理のための方策を講じて

いくものとします。 

また、地域の開発計画等の策定にあたっては、一般廃棄物処理基本計画（生活排水編）に

基づき合併処理浄化槽の設置や生活排水の適正処理を指導していく方針とします。あわせて、

合併処理浄化槽の設置については、設置費の一部を助成する制度を継続します。 
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資料編-1 

資料編 1 行政区域内人口及びごみ排出量の推計                             
 

◆図表 1-1 行政内区域人口の推計結果 

　　（単位：人）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 21 21 31,158 －

22 22 30,778 -380

　 23 23 30,536 -242

　 24 24 30,288 -248

　 25 25 29,908 -380

　 26 26 29,470 -438

　 27 27 29,086 -384

　 28 28 28,569 -517

　 29 29 28,202 -367

　 30 30 27,833 -369

平 均 増 減 数 － -369

31 31 27,773 -60 27,522 -311 27,286 -547 27,567 -266 34,667 6,834 27,387 -446

32 32 27,713 -60 27,147 -375 26,782 -504 27,219 -348 35,029 362 26,938 -449

33 33 27,653 -60 26,772 -375 26,257 -525 26,876 -343 35,393 364 26,477 -461

34 34 27,593 -60 26,397 -375 25,711 -546 26,536 -340 35,757 364 26,004 -473

35 35 27,533 -60 26,023 -374 25,143 -568 26,201 -335 36,122 365 25,521 -483

36 36 27,473 -60 25,648 -375 24,553 -590 25,870 -331 36,489 367 25,027 -494

37 37 27,415 -58 25,273 -375 23,942 -611 25,544 -326 36,855 366 24,523 -504

38 38 27,280 -135 24,898 -375 23,310 -632 25,221 -323 37,223 368 24,010 -513

39 39 27,145 -135 24,523 -375 22,656 -654 24,903 -318 37,591 368 23,488 -522

40 40 27,010 -135 24,149 -374 21,981 -675 24,588 -315 37,960 369 22,958 -530

41 41 26,875 -135 23,774 -375 21,284 -697 24,278 -310 38,329 369 22,422 -536

42 42 26,741 -134 23,399 -375 20,566 -718 23,971 -307 38,699 370 21,879 -543

43 43 26,606 -135 23,024 -375 19,827 -739 23,669 -302 39,070 371 21,330 -549

44 44 26,471 -135 22,650 -374 19,065 -762 23,370 -299 39,441 371 20,778 -552

45 45 26,336 -135 22,275 -375 18,283 -782 23,075 -295 39,813 372 20,221 -557

46 46 26,201 -135 21,900 -375 17,479 -804 22,783 -292 40,185 372 19,663 -558

平 均 増 減 数 － -100 － -371 － -637 － -317 － 799 － -507

推計式

ａ 39,139.3 32,249.9 40,876.3 326.6 -2.8

ｂ -374.8 172.5 1.0 1.0 -0.060

ｃ -10.7

Yo 31,158.0

ｔｏ 21.0

Ｋ 37,570.0

ｒ 0.996125 0.998741 0.994840 -0.996934 0.998325

採    　　用 － － － － －

採用値

実

績

－ － － － － － － － － －

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

見

通

し

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ
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実績 採用値 一次傾向線 二次傾向線 一次指数曲線 べき曲線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

採用

 

 



 

資料編-2 

◆図表 1-2 収集ごみ（可燃ごみ）の推計結果 

　　（単位：g/人・日）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 515 －

27 27 510 -5

　 28 28 490 -20

　 29 29 490 0

　 30 30 477 -13

平 均 増 減 数 － -10

31 31 467 -10 468 -9 470 -7 468 -9 573 96 391 -86

32 32 458 -10 458 -10 462 -8 459 -9 591 18 288 -103

33 33 448 -10 448 -10 455 -7 450 -9 609 18 174 -114

34 34 439 -10 439 -9 449 -6 442 -8 628 19 88 -86

35 35 429 -10 429 -10 443 -6 433 -9 649 21 40 -48

36 36 420 -10 420 -9 437 -6 425 -8 670 21 17 -23

37 37 410 -10 410 -10 433 -4 417 -8 692 22 7 -10

38 38 401 -10 400 -10 428 -5 409 -8 716 24 3 -4

39 39 391 -10 391 -9 425 -3 401 -8 739 23 1 -2

40 40 382 -10 381 -10 422 -3 393 -8 764 25 0 -1

41 41 372 -10 372 -9 419 -3 386 -7 790 26 0 0

42 42 362 -10 362 -10 417 -2 379 -7 816 26 0 0

43 43 353 -10 352 -10 416 -1 371 -8 843 27 0 0

44 44 343 -10 343 -9 415 -1 364 -7 870 27 0 0

45 45 334 -10 333 -10 415 0 357 -7 898 28 0 0

46 46 324 -10 324 -9 416 1 350 -7 927 29 0 0

平 均 増 減 数 － -10 － -10 － -4 － -8 － 28 － -32

推計式

ａ 765.2 988.6 852.6 6.1 -29.3

ｂ -9.6 -25.6 1.0 1.4 -0.908

ｃ 0.3

Yo 515.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 515.0

ｒ 0.965436 0.966531 0.961257 -0.952618 0.868023

採    　　用 ◎ － － － －

採用値

実

績
－ － － － － － － － － －

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ

見

通

し

200
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実績 一次傾向線 二次傾向線 一次指数曲線 べき曲線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

採用

 

 

 



 

資料編-3 

◆図表 1-3 収集ごみ（不燃ごみ）の推計結果 

　　（単位：g/人・日）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 24 －

27 27 30 6

　 28 28 26 -4

　 29 29 25 -1

　 30 30 26 1

平 均 増 減 数 － 1

31 31 26 0 26 0 22 -4 26 0 25 -1 25 -1

32 32 26 0 26 0 19 -3 26 0 25 0 26 1

33 33 26 0 26 0 14 -5 26 0 25 0 26 0

34 34 26 0 26 0 9 -5 26 0 25 0 26 0

35 35 26 0 26 0 2 -7 26 0 25 0 26 0

36 36 26 0 25 -1 -6 -8 26 0 24 -1 26 0

37 37 26 0 25 0 -14 -8 26 0 24 0 26 0

38 38 26 0 25 0 -24 -10 26 0 24 0 26 0

39 39 26 0 25 0 -34 -10 25 -1 24 0 26 0

40 40 26 0 25 0 -46 -12 25 0 24 0 26 0

41 41 26 0 25 0 -59 -13 25 0 24 0 26 0

42 42 26 0 25 0 -72 -13 25 0 24 0 26 0

43 43 26 0 25 0 -87 -15 25 0 24 0 26 0

44 44 26 0 25 0 -102 -15 25 0 24 0 26 0

45 45 26 0 25 0 -119 -17 25 0 24 0 26 0

46 46 26 0 24 -1 -137 -18 25 0 24 0 26 0

平 均 増 減 数 － 0 － -0 － -10 － -0 － -0 － 0

推計式

ａ 29.0 -362.0 27.8 4.9 4.9

ｂ -0.1 27.9 1.0 -1.0 0.275

ｃ -0.5

Yo 24.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 26.0

ｒ ― 0.288278 ― ― 0.310087

採    　　用 － － － － ◎

採用値

実

績
－ － － － － － － － － －

見

通

し

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ
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採用

 
 

 

 



 

資料編-4 

◆図表 1-4 収集ごみ（粗大ごみ）の推計結果 

　　（単位：g/人・日）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 9 －

27 27 12 3

　 28 28 12 0

　 29 29 13 1

　 30 30 13 0

平 均 増 減 数 － 1

31 31 13 0 15 2 12 -1 15 2 13 0 12 -1

32 32 13 0 15 0 10 -2 16 1 13 0 12 0

33 33 13 0 16 1 8 -2 18 2 14 1 12 0

34 34 13 0 17 1 5 -3 19 1 14 0 12 0

35 35 13 0 18 1 1 -4 21 2 14 0 12 0

36 36 14 0 19 1 -3 -4 22 1 14 0 12 0

37 37 14 0 20 1 -8 -5 24 2 14 0 12 0

38 38 14 0 21 1 -14 -6 26 2 14 0 12 0

39 39 14 0 22 1 -21 -7 29 3 14 0 12 0

40 40 14 0 23 1 -28 -7 31 2 14 0 12 0

41 41 14 0 24 1 -36 -8 34 3 14 0 12 0

42 42 14 0 24 0 -45 -9 37 3 15 1 12 0

43 43 14 0 25 1 -54 -9 40 3 15 0 12 0

44 44 14 0 26 1 -65 -11 43 3 15 0 12 0

45 45 14 0 27 1 -75 -10 47 4 15 0 12 0

46 46 14 0 28 1 -87 -12 51 4 15 0 12 0

平 均 増 減 数 － 0 － 1 － -6 － 2 － 0 － -0

推計式

ａ -13.4 -292.7 1.2 2.9 6.2

ｂ 0.9 20.9 1.1 0.2 0.301

ｃ -0.4

Yo 9.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 12.0

ｒ 0.723478 0.943023 0.866025 0.956858 0.666667

採    　　用 － － － ◎ －

採用値

実

績
－ － － － － － － － － －

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ

見

通

し
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採用

 
 

 

 



 

資料編-5 

◆図表 1-5 直接搬入ごみ（可燃ごみ）の推計結果 

　　（単位：t/年）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 2,995 －

27 27 3,346 351

　 28 28 3,043 -303

　 29 29 2,982 -61

　 30 30 3,131 149

平 均 増 減 数 － 34

31 31 3,119 -12 3,072 -59 2,991 -140 3,072 -59 3,022 -109 3,110 -21

32 32 3,108 -12 3,063 -9 2,901 -90 3,064 -8 3,016 -6 3,116 6

33 33 3,096 -12 3,053 -10 2,787 -114 3,056 -8 3,012 -4 3,119 3

34 34 3,084 -12 3,044 -9 2,651 -136 3,048 -8 3,010 -2 3,121 2

35 35 3,072 -12 3,035 -9 2,491 -160 3,040 -8 3,008 -2 3,122 1

36 36 3,061 -12 3,026 -9 2,308 -183 3,032 -8 3,006 -2 3,122 0

37 37 3,049 -12 3,017 -9 2,102 -206 3,024 -8 3,005 -1 3,123 1

38 38 3,037 -12 3,007 -10 1,873 -229 3,016 -8 3,004 -1 3,123 0

39 39 3,025 -12 2,998 -9 1,621 -252 3,008 -8 3,003 -1 3,123 0

40 40 3,014 -12 2,989 -9 1,346 -275 3,000 -8 3,002 -1 3,123 0

41 41 3,002 -12 2,980 -9 1,047 -299 2,992 -8 3,002 0 3,123 0

42 42 2,990 -12 2,971 -9 726 -321 2,984 -8 3,001 -1 3,123 0

43 43 2,979 -12 2,961 -10 381 -345 2,977 -7 3,001 0 3,123 0

44 44 2,967 -12 2,952 -9 13 -368 2,969 -8 3,000 -1 3,123 0

45 45 2,955 -12 2,943 -9 -378 -391 2,961 -8 3,000 0 3,123 0

46 46 2,943 -12 2,934 -9 -792 -414 2,953 -8 3,000 0 3,123 0

平 均 増 減 数 － -12 － -13 － -234 － -11 － -9 － -1

推計式

ａ 3,357.0 -5,691.9 3,333.7 200.4 13.0

ｂ -9.2 638.8 1.0 -1.3 0.598

ｃ -11.6

Yo 2,995.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 3,123.0

ｒ 0.097153 0.180520 0.097153 ― 0.001029

採    　　用 － － － ◎ －

－ － － －

見

通

し

採用値

実

績
－ － － －

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ
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資料編-6 

◆図表 1-6 直接搬入ごみ（不燃ごみ）の推計結果 

　　（単位：t/年）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 150 －

27 27 239 89

　 28 28 180 -59

　 29 29 155 -25

　 30 30 153 -2

平 均 増 減 数 － 1

31 31 154 1 152 -1 78 -75 153 0 152 -1 163 10

32 32 156 1 144 -8 -4 -82 147 -6 151 -1 163 0

33 33 157 1 136 -8 -107 -103 142 -5 151 0 164 1

34 34 158 1 129 -7 -231 -124 136 -6 151 0 164 0

35 35 159 1 121 -8 -376 -145 131 -5 150 -1 165 1

36 36 161 1 113 -8 -542 -166 126 -5 150 0 165 0

37 37 162 1 105 -8 -730 -188 121 -5 150 0 166 1

38 38 163 1 97 -8 -939 -209 116 -5 150 0 166 0

39 39 164 1 90 -7 -1,168 -229 112 -4 150 0 166 0

40 40 166 1 82 -8 -1,419 -251 108 -4 150 0 167 1

41 41 167 1 74 -8 -1,691 -272 103 -5 150 0 167 0

42 42 168 1 66 -8 -1,985 -294 99 -4 150 0 167 0

43 43 170 1 58 -8 -2,299 -314 96 -3 150 0 168 1

44 44 171 1 51 -7 -2,635 -336 92 -4 150 0 168 0

45 45 172 1 43 -8 -2,991 -356 88 -4 150 0 169 1

46 46 173 1 35 -8 -3,369 -378 85 -3 150 0 169 0

平 均 増 減 数 － 1 － -7 － -210 － -4 － -0 － 1

推計式

ａ 393.8 -7,873.1 519.3 107.8 -1.2

ｂ -7.8 584.2 1.0 -2.6 0.021

ｃ -10.6

Yo 150.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 188.0

ｒ 0.328754 0.617168 0.324399 ― -0.138595

採    　　用 － － － － ◎

見

通

し

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ

－ － － － － －

採用値

実

績
－ － － －

0

50

100

150

200

250

300

H.26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46

(t/年)

実績 一次傾向線 二次傾向線 一次指数曲線 べき曲線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

採用

 
 

 

 



 

資料編-7 

◆図表 1-7 直接搬入ごみ（粗大ごみ）の推計結果 

　　（単位：t/年）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 335 －

27 27 382 47

　 28 28 318 -64

　 29 29 351 33

　 30 30 390 39

平 均 増 減 数 － 14

31 31 397 7 379 -11 419 29 378 -12 361 -29 341 -49

32 32 405 7 387 8 468 49 387 9 361 0 342 1

33 33 412 7 395 8 528 60 395 8 360 -1 343 1

34 34 419 7 403 8 599 71 404 9 360 0 344 1

35 35 427 7 411 8 682 83 413 9 359 -1 345 1

36 36 434 7 418 7 777 95 422 9 359 0 346 1

37 37 442 7 426 8 883 106 431 9 359 0 347 1

38 38 449 7 434 8 1,001 118 441 10 359 0 348 1

39 39 456 7 442 8 1,131 130 451 10 358 -1 349 1

40 40 464 7 450 8 1,272 141 461 10 358 0 349 0

41 41 471 7 458 8 1,424 152 471 10 358 0 350 1

42 42 478 7 466 8 1,588 164 481 10 358 0 350 0

43 43 486 7 474 8 1,764 176 492 11 358 0 351 1

44 44 493 7 482 8 1,951 187 503 11 357 -1 351 0

45 45 500 7 490 8 2,150 199 514 11 357 0 352 1

46 46 508 7 497 7 2,360 210 526 12 357 0 352 0

平 均 増 減 数 － 7 － 7 － 117 － 8 － -2 － -3

推計式

ａ 134.0 4,658.4 191.6 31.9 -0.3

ｂ 7.9 -316.1 1.0 -0.1 0.090

ｃ 5.8

Yo 335.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 356.0

ｒ 0.408565 0.544784 0.408565 ― 0.330358

採    　　用 － － ◎ － －

採用値

実

績
－ － － － － － － － － －

見

通

し

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ
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資料編-8 

◆図表 1-8 資源物の推計結果 

　　（単位：t/年）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 1,087 －

27 27 1,087 0

　 28 28 995 -92

　 29 29 842 -153

　 30 30 828 -14

平 均 増 減 数 － -65

31 31 見通し 784 -44 739 -89 694 -134 756 -72 #NUM! #NUM! 203 -625

32 32 739 -44 663 -76 574 -120 698 -58 #NUM! #NUM! 42 -161

33 33 695 -44 586 -77 440 -134 644 -54 #NUM! #NUM! 8 -34

34 34 651 -44 510 -76 294 -146 595 -49 #NUM! #NUM! 1 -7

35 35 606 -44 434 -76 135 -159 549 -46 #NUM! #NUM! 0 -1

36 36 562 -44 357 -77 -37 -172 507 -42 #NUM! #NUM! 0 0

37 37 517 -44 281 -76 -221 -184 468 -39 #NUM! #NUM! 0 0

38 38 473 -44 205 -76 -418 -197 432 -36 #NUM! #NUM! 0 0

39 39 429 -44 129 -76 -628 -210 399 -33 #NUM! #NUM! 0 0

40 40 384 -44 52 -77 -851 -223 368 -31 #NUM! #NUM! 0 0

41 41 340 -44 -24 -76 -1,086 -235 340 -28 #NUM! #NUM! 0 0

42 42 296 -44 -100 -76 -1,334 -248 314 -26 #NUM! #NUM! 0 0

43 43 251 -44 -177 -77 -1,594 -260 290 -24 #NUM! #NUM! 0 0

44 44 207 -44 -253 -76 -1,868 -274 267 -23 #NUM! #NUM! 0 0

45 45 163 -44 -329 -76 -2,154 -286 247 -20 #NUM! #NUM! 0 0

46 46 118 -44 -406 -77 -2,453 -299 228 -19 #NUM! #NUM! 0 0

平 均 増 減 数 － -44 － -77 － -199 － -39 － #NUM! － -55

推計式

ａ 3,104.2 -1,867.1 9,020.1 #NUM! -52.5

ｂ -76.3 279.7 0.9 #NUM! -1.741

ｃ -6.4

Yo 1,087.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 1,087.0

ｒ 0.950001 0.954867 0.944431 ― 0.795258

採    　　用 － － ◎ － －

採用値

実

績
－ － － － － － － － － －

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ
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◆図表 1-8 廃品回収の推計結果 

　　（単位：t/年）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 1,053 －

27 27 1,054 1

　 28 28 1,061 7

　 29 29 986 -75

　 30 30 861 -125

平 均 増 減 数 － -48

31 31 820 -41 867 6 700 -161 869 8 1,467 606 832 -29

32 32 780 -41 822 -45 488 -212 829 -40 1,890 423 682 -150

33 33 739 -41 777 -45 228 -260 791 -38 2,569 679 503 -179

34 34 699 -41 732 -45 -79 -307 755 -36 3,589 1,020 330 -173

35 35 658 -41 687 -45 -435 -356 720 -35 5,046 1,457 197 -133

36 36 618 -41 641 -46 -838 -403 687 -33 7,046 2,000 109 -88

37 37 577 -41 596 -45 -1,289 -451 655 -32 9,707 2,661 58 -51

38 38 537 -41 551 -45 -1,787 -498 625 -30 13,155 3,448 30 -28

39 39 496 -41 506 -45 -2,333 -546 597 -28 17,529 4,374 15 -15

40 40 456 -41 461 -45 -2,927 -594 569 -28 22,976 5,447 8 -7

41 41 415 -41 415 -46 -3,569 -642 543 -26 29,655 6,679 4 -4

42 42 374 -41 370 -45 -4,258 -689 518 -25 37,734 8,079 2 -2

43 43 334 -41 325 -45 -4,995 -737 495 -23 47,390 9,656 1 -1

44 44 293 -41 280 -45 -5,780 -785 472 -23 58,811 11,421 1 0

45 45 253 -41 235 -45 -6,612 -832 450 -22 72,194 13,383 0 -1

46 46 212 -41 189 -46 -7,493 -881 430 -20 87,747 15,553 0 0

平 均 増 減 数 － -41 － -42 － -498 － -27 － 4,756 － -57

推計式

ａ 2,268.6 -16,387.7 3,720.9 0.8 -22.5

ｂ -45.2 1,290.8 1.0 3.9 -0.685

ｃ -23.9

Yo 1,053.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 1,072.0

ｒ 0.841487 0.990602 0.824364 -0.993540 0.966899

採    　　用 ◎ － － － －

見

通

し

採用値

実

績
－ － － － － － － － － －

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

算

定

根

拠

Yt=ａ+ｂ*ｔ Yt=ａ+ｂ*ｔ+ｃ*ｔ^2 Yt=ａ+ｂ^t Yt=Ｙo+ａ*(ｔ-ｔo)^ｂ
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◆図表 1-9 新聞回収の推計結果 

　　（単位：t/年）

一 次 傾 向 線 二 次 傾 向 線 一次指数曲線 べ き 曲 線 ﾛｼﾞｽﾃｲｯｸ曲線

年   度 ｔ (補正値) 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

平成 26 26 132 －

27 27 124 -8

　 28 28 115 -9

　 29 29 94 -21

　 30 30 75 -19

平 均 増 減 数 － -14

31 31 70 -5 65 -10 48 -27 69 -6 207 132 57 -18

32 32 64 -5 50 -15 16 -32 60 -9 230 23 40 -17

33 33 59 -5 36 -14 -20 -36 52 -8 254 24 27 -13

34 34 54 -5 22 -14 -61 -41 45 -7 280 26 17 -10

35 35 49 -5 7 -15 -107 -46 40 -5 307 27 11 -6

36 36 43 -5 -7 -14 -158 -51 34 -6 336 29 6 -5

37 37 38 -5 -22 -15 -213 -55 30 -4 366 30 4 -2

38 38 33 -5 -36 -14 -274 -61 26 -4 397 31 2 -2

39 39 28 -5 -50 -14 -339 -65 22 -4 429 32 1 -1

40 40 22 -5 -65 -15 -410 -71 20 -2 463 34 1 0

41 41 17 -5 -79 -14 -485 -75 17 -3 497 34 0 -1

42 42 12 -5 -94 -15 -565 -80 15 -2 533 36 0 0

43 43 6 -5 -108 -14 -650 -85 13 -2 569 36 0 0

44 44 1 -5 -122 -14 -739 -89 11 -2 607 38 0 0

45 45 -4 -5 -137 -15 -834 -95 10 -1 645 38 0 0

46 46 -9 -5 -151 -14 -933 -99 8 -2 684 39 0 0

平 均 増 減 数 － -5 － -14 － -63 － -4 － 38 － -5

推計式

ａ 511.2 -1,387.9 5,448.4 7.4 -15.8

ｂ -14.4 121.6 0.9 1.4 -0.525

ｃ -2.4

Yo 132.0

ｔｏ 26.0

Ｋ 148.0

ｒ 0.980172 0.997027 0.957289 -0.996574 0.996652

採    　　用 － － ◎ － －

採用値

実

績
－ － － － － － － － － －

Yt=K/(1+EXP(ａ-ｂ*ｔ))

－

見

通

し

算

定
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資料編 2 本市のごみの分別                             

 

◆図表 2-1 ごみ分別一覧(ごみの正しい分け方・出し方)① 
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◆図表 2-1 ごみ分別一覧(ごみの正しい分け方・出し方)② 
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◆図表 2-1 ごみ分別一覧(ごみの正しい分け方・出し方)③ 
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◆図表 2-1 ごみ分別一覧(ごみの正しい分け方・出し方)④ 

 

 


